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※本資料では、「ZEH基準の水準の省エネルギー性能」について、「ZEH水準」と示しています。



環境省 住宅脱炭素NAVI事務局（株式会社 ベーシックユニット） https://policies.env.go.jp/earth/zeh/ 2

もくじ

１．国の脱炭素化目標と2024年度の進捗

２．統計情報の整理 ～着工統計・ストック統計・リフォーム市場など～

３．省エネ住宅・ZEHの歩み

４．窓リノベやZEHリノベのターゲットイメージ

５．本日のセミナーコンテンツ

６．ごあんない



環境省 住宅脱炭素NAVI事務局（株式会社 ベーシックユニット） https://policies.env.go.jp/earth/zeh/ 3

もくじ

１．国の脱炭素化目標と2024年度の進捗

２．統計情報の整理 ～着工統計・ストック統計・リフォーム市場など～

３．省エネ住宅・ZEHの歩み

４．窓リノベやZEHリノベのターゲットイメージ

５．本日のセミナーコンテンツ

６．ごあんない



環境省 住宅脱炭素NAVI事務局（株式会社 ベーシックユニット） https://policies.env.go.jp/earth/zeh/ 4

１．国の脱炭素化目標と2024年度の進捗

⚫ 2024年度の我が国の温室効果ガス排出・吸収量は約9億9,400万トン（CO2換算）（2023年度は約10億1,300万トン）となり、
2023年度比1.9％減少（▲約1,880万トン）、2013年度比28.7%減少 （▲約3億9,950万トン）。

⚫ 2013年度以降の最低値を記録（初めて10億トンの大台を下回る）し、全体としての減少傾向を継続。

-１．2050年ネット・ゼロに向けた進捗

出所：環境省 「2024年度の我が国の温室効果ガス排出量及び吸収量」
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-２．排出量の内訳・推移等について

出所：環境省 「2024年度の我が国の温室効果ガス排出量及び吸収量」

◆ CO2 の部門別排出量（電気・熱配分後）◆CO2 の部門別排出量（電気・熱配分後）の推移

⚫ 家庭部門の2024年度のCO2排出量は1億4,600万トン。2023年度比で96万トン（0.7％）、2013年度比で6,250万トン（29.9%）
減少した。

⚫ 2013年度からの減少要因は、省エネの進展等によりエネルギー消費原単位（世帯当たりのエネルギー消費量）が改善しエネル
ギー消費量が減少したこと、電力のCO2排出原単位が改善したこと等。

１．国の脱炭素化目標と2024年度の進捗
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⚫ 部門別、主体別の排出量の内訳（2024 年度）（電気・熱配分後）をみると、家庭部門は全体の15.1％を占める。

-３．排出量の内訳（住宅部門のCO2排出割合）

出所：環境省 「2024年度の我が国の温室効果ガス排出量及び吸収量」

１．国の脱炭素化目標と2024年度の進捗



環境省 住宅脱炭素NAVI事務局（株式会社 ベーシックユニット） https://policies.env.go.jp/earth/zeh/ 7

１．国の脱炭素化目標と2024年度の進捗

２．統計情報の整理 ～着工統計・ストック統計・リフォーム市場など～

３．省エネ住宅・ZEHの歩み

４．窓リノベやZEHリノベのターゲットイメージ

５．本日のセミナーコンテンツ

６．ごあんない



環境省 住宅脱炭素NAVI事務局（株式会社 ベーシックユニット） https://policies.env.go.jp/earth/zeh/ 8

２．統計情報の整理 ～着工統計・ストック統計・リフォーム市場など～
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⚫ 2025年度の新築住宅着工戸数は 711,171戸で、前年度816,388戸から12.9％減少。
⚫ 新築戸建住宅は314,912戸（前年度比87.1％）、集合住宅は396,259戸（前年度比85.0％）。
⚫ 長期的に緩やかな減少が続いている。

出所：国土交通省「新築着工統計調査」における各年度の住宅着工統計第17表を基に事務局作成 （集合住宅は17表における「長屋建」と「共同住宅」を合算して集計）

■ 集合住宅

■ 戸建住宅

-１．新築着工戸数の推移
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２．統計情報の整理 ～着工統計・ストック統計・リフォーム市場など～

⚫ 令和５年住宅・土地統計調査による2023年10月時点の既存住宅のストック住戸数は約5,567万戸。
（空き家等の居住世帯のない住宅を除く）

出所：総務省「令和５年住宅・土地統計調査」を基に事務局作成

-２．既存（ストック）住戸数の推移
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２．統計情報の整理 ～着工統計・ストック統計・リフォーム市場など～

⚫ 日本の既存住宅の８割以上は断熱等性能等級４未満。
⚫ 我が国の既存住宅を築年時期ごとにみると、2000年以前に建てられた住宅は全体の約58.5%を占める。

出所：国土交通省調査によるストックの性能別分布を基に、平成30年住宅
        土地統計調査による改修件数及び事業者アンケート等による新築住
         宅の省エネ基準適合率を反映して推計。（令和４年）

-３．ストック住戸の「断熱性能」「省エネ性能」の割合

既存住宅の8割は
現行基準の断熱性能を
満たしていない住宅

全体の58%が
                       2000年以前の住宅 82％

58.5％

◆ストック住戸 建築年代別割合 ◆ストック住戸 建築年代に応じた省エネ基準の割合

出所：令和５年住宅・土地統計調査「住宅及び世帯に関する基本集計」
を基に事務局作成

58.5％
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２．統計情報の整理 ～着工統計・ストック統計・リフォーム市場など～

⚫ 日本の既存住宅の約４割は借家で持ち家が約６割。
⚫ アルミサッシ＋単板ガラス窓の住まいが６割以上を占める。

出所：総務省「令和５年住宅・土地統計調査（住宅及び世帯に関する基本集計）」

-４．ストック住戸の「持家/賃貸」「窓性能」の割合

◆全国のストック住戸内訳 ◆ストック住戸「窓の形態別」の割合

窓の形態別の割合

0% 40% 80%

全窓が
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又は複層ガラス

一部窓が
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又は複層ガラス

二重以上のサッシ又は

複層ガラスの窓なし

持ち家

33,208,800 戸

60.5%

持ち家以外

21,684,300 戸

39.5%

住戸総数
54,893,100 戸

全住戸の６割以上
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２．統計情報の整理 ～着工統計・ストック統計・リフォーム市場など～

⚫ 国土交通省「令和６年度住宅市場動向調査」によると、直近４年間の新築注文住宅（戸建）平均建築資金は
増加傾向が続いている。

⚫ 2024年度の平均建築資金は4,695万円で、2020年度の3,168万円から４年間で1.48倍に（年間上昇率12％程度）

出所：国土交通省「令和６年度住宅市場動向調査」を基に事務局作成

-５．新築注文戸建住宅：建築資金の推移

（万円）
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２．統計情報の整理 ～着工統計・ストック統計・リフォーム市場など～

出所：国土交通省 各年度の「建築物リフォーム・リニューアル調査報告」を基に事務局作成

-６．リフォーム市場の推移

◆住宅リフォーム単価と件数の推移（件数・受注高） ◆住宅リフォーム受注件数のうち
省エネ改修を含む件数の推移
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⚫ 国土交通省「建築物リフォーム・リニューアル調査報告」によると、直近５年間の住宅リフォーム単価・件数は微増傾向が続いて
いる。

⚫ 2025年度の１件あたり受注高は65.６万円で、2020年度の約1.3倍。総受注数は約1.2倍の747万件。
⚫ リフォーム件数のうち、省エネ改修を含むリフォーム件数も増加傾向が確認できる。

■ 省エネ改修を含むリフォーム件数
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２．統計情報の整理 ～着工統計・ストック統計・リフォーム市場など～

⚫ 先進的窓リノベ事業（2023～2025）の申請戸数は2023年：243,666戸、2025年：364,448戸。３年間で約１.５倍に。
⚫ ３年間で延べ931,171戸の窓断熱改修が実施された。

出所：先進的窓リノベ2026情報ステーション「先進的窓リノベ2025事業の申請状況まとめ」

-７．先進的窓リノベ事業の推移

◆先進的窓リノベ事業 各年の累計申請戸数の月次推移
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２．統計情報の整理 ～着工統計・ストック統計・リフォーム市場など～

⚫ 2024年度（令和6年度）のZEHビルダー実績報告を基にしたZEH化率は以下のとおり。

出所：一般社団法人 環境共創イニシアチブ「ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス調査発表会2025」

-８．【参考】都道府県別 ZEHビルダー/プランナー実績報告による戸建ZEH供給戸数の内訳

◆着工統計に対するZEHビルダー実績報告ZEH化率の内訳
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２．統計情報の整理 ～着工統計・ストック統計・リフォーム市場など～

⚫ 2024年度（令和６年度）のZEHデベロッパー実績報告によるZEH-M棟数・構成住戸数の分布は以下のとおり。

-９．【参考】都道府県別 新築集合住宅のZEH（ZEH-M構成住戸）普及状況（BELS実績を基に集計）

出所：一般社団法人 環境共創イニシアチブ「ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス調査発表会2025」

◆令和６年度 ZEHデベロッパー実績報告 ZEH-M棟数・構成住戸数の分布
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2026

３．省エネ住宅・ZEHの歩み

2050

1990 2000 2010

2025
省エネ適合の義務化

●断熱基準
適合義務化

2030

●ZEH水準の断熱
性能（断熱等
性能等級５）
の適合義務化

2030
ZEH水準義務化

（断熱等級５）

●現在の断熱基準

1999
平成11年基準

（断熱等級４）

（断熱等級１）●無断熱

1992
平成４年基準

●平成４年の断熱基準（断熱等級３）

1980

1980
昭和55年基準

（断熱等級２）●昭和55年の断熱基準 （断熱等級２）

2016
建築物省エネ法施行
建築物のエネルギー消費
性能の向上に関する法律

2015
「ZEHの定義」
「ZEHロードマップ」制定

1979
省エネ法施行
エネルギーの使用の
合理化等に関する法律

-１．断熱基準の変遷

2022 断熱等性能等級
５/６/７施行
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2010

2016
建築物省エネ法施行
建築物のエネルギー消費
性能の向上に関する法律

2020 年までに標準的な新築
住宅で、
2030年までに新築住宅の平均
でZEHの実現を目指す。

2014
エネルギー
基本計画（第四次）

2020年までにハウスメーカー
等が新築する注文戸建住宅の
半数以上で、
2030年までに新築住宅の平均
でZEHの実現を目指す。

2018
エネルギー
基本計画（第五次）

出所）経済産業省資源エネルギー庁公表資料

2015
「ZEHの定義」
「ZEHロードマップ」制定

2018
「ZEH-Mの定義」
「ZEH-Mロードマップ」制定

「2020年までにハウスメーカー等が新築する注文
  戸建住宅の半数以上をZEHとする」目標は達成。
一方で、一般工務店を含めた全体のZEH普及率は

  24%に留まる状況。

2020年実績

2026

2050

2020

2020
カーボンニュートラル宣言

３．省エネ住宅・ZEHの歩み -２．我が国のZEH・ZEHーMのあゆみ（CN宣言前）

出所：各種公表情報を基にベーシックユニット作成
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2050

20202010

２０２０年までに標準的な新
築住宅で、
２０３０年までに新築住宅の
平均でＺＥＨの実現を目指す。

２０２０年までにハウスメー
カー等が新築する注文戸建住
宅の半数以上で、
２０３０年までに新築住宅の
平均でＺＥＨの実現を目指す。

「２０２０年までにハウスメーカー等が新築する注文
戸建住宅の半数以上をＺＥＨとする」目標達成したが、
一般工務店を含めた全体の普及率は24%に留まる状況

●2030年目標

2050年のカーボンニュートラル実現の姿を見据えつつ、
2030年に目指すべき住宅・建築物の姿としては、
46％削減目標の実現に向けて、
新築される住宅についてはZEH基準の水準の省エネ性能が
確保されているとともに、新築戸建住宅の６割において太
陽光発電設備が導入されていることを目指す。

●2050 年目標

2050年に目指すべき住宅の姿として、
ストック平均でZEH基準の水準の省エネ性能が確保
されているとともに、
その導入が合理的な住宅における太陽光発電設備等の再生
可能エネルギーの導入が一般的となることを目指す。

８月
脱炭素社会に向けた住宅・建築物
の省エネ対策等のあり方検討会

10月
エネルギー基本計画（第６次）

10月
地球温暖化対策計画

2015
「ZEHの定義」
「ZEHロードマップ」制定

2018
「ZEH-Mの定義」
「ZEH-Mロードマップ」制定

2030

４月 2030年温室効果ガス削減目標
「日本の温室効果ガス排出量を2030年度までに

2013年度比で46％削減する」

2021

2021

2026

-３．我が国のZEH・ZEHーMのあゆみ（CN宣言から2021）３．省エネ住宅・ZEHの歩み

出所：各種公表情報を基にベーシックユニット作成
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2050

20202010

2015
「ZEHの定義」
「ZEHロードマップ」制定

2018
「ZEH-Mの定義」
「ZEH-Mロードマップ」制定

2030 2040

GX指向型住宅の支援開始

４月
建築物省エネ法基準適合義務化

２月
エネルギー基本計画（第７次）
GX2040ビジョン
脱炭素成長型経済構造移行推進戦略改訂

地球温暖化対策計画

９月
GX ZEH 、GX ZEH-Mの定義公表

2027

従来のZEH・ZEH-Mの評価は、新定義以降後
一定の経過措置期間を経て終了の予定

GX ZEH、GX ZEH－M 定義運用開始

2022 断熱等性能等級５/６/７施行

８月
脱炭素社会に向けた住宅・建築物
の省エネ対策等のあり方検討会

10月
エネルギー基本計画（第６次）

10月
地球温暖化対策計画

2021

2021

2024

４月
省エネ性能表示制度
運用開始

11月
省エネ性能部位ラベル
運用開始

2026

2025

-４．我が国のZEH・ZEHーMのあゆみ（2022年以降）３．省エネ住宅・ZEHの歩み
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ZEH、ZEH-Mのこれまでの歩みと2026年７月時点で公表されている今後の動向

2016 2021 2026 2031

2015
H27

2016
H28

2017
H29

2018
H30

2019
H31

2020
R2

2021
R3

2022
R4

2023
R5

2024
R6

2025
R7

2026
R8

2027
R9

2028
R10

2029
R11

2030
R12

2031
R13

2032
R14

ZEH・ZEH-M
普及策

戸建住宅

集合住宅

基準適合義務化
～基準の引き上げ

義務化

新築の基準引上げ
（ZEH水準）

●ZEHの定義（戸建）

●ZEH-Mの定義

●（戸建）ZEH＋の定義更新●（戸建）ZEH＋の定義追加
●（戸建）次世代ZEH＋の定義

●ZEHビルダー/プランナー登録開始

●ZEH-M補助金開始
●ZEHデベロッパー登録開始

●BELS評価制度との連動開始

●BELS評価制度との連動開始

戸建ZEH定義の運用

現行ZEH-M定義の運用

●ZEH水準を満たす住戸を対象とした
住宅ローン減税優遇、金利優遇開始

●ZEH水準を満たす住戸を対象とした
住宅ローン減税優遇、金利優遇開始

●ZEH水準住宅支援

●ZEH水準住宅支援

GX ZEH-M （2027年４月以降適用）

GX ZEH 運用（2027年４月以降適用）

BEI0.8 断熱等級５

BEI0.65 断熱等級６

BEI0.65 断熱等級６

断熱等性能等級４、省エネ等級４ BEI1.0

取得済ZEH-Mの利用
BEI0.8 断熱等級５ （階数に応じて目指すべきZEH-Mランクを設定）

取得済ZEH-Mの利用
BEI0.8 断熱等級５ （再エネ導入量に応じて『ZEH』、Nearly ZEHを評価）

３．省エネ住宅・ZEHの歩み

-５．ZEH政策の振り返りと今後
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１．国の脱炭素化目標と2024年度の進捗

２．統計情報の整理 ～着工統計・ストック統計・リフォーム市場など～

３．省エネ住宅・ZEHの歩み

４．窓リノベやZEHリノベのターゲットイメージ

５．本日のセミナーコンテンツ

６．ごあんない
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４．窓リノベやZEHリノベのターゲットイメージ

出所：一般社団法人 日本サッシ協会「快適な住まい情報室 REPORT #02」を基に事務局作成

⚫ 2016年以前はアルミ製サッシが主流。1990年代以前の住宅はアルミ製サッシが９割以上。
⚫ 一方で、アルミ樹脂複合サッシは2015年頃から顕著に増加し、現在は樹脂窓と合わせて９割以上のシェアを占めている。

◆住宅用サッシの材質別構成比の推移

平成11年基準平成４年基準

ZEHの定義制定

品確法制定（断熱等性能等級）

断熱等
性能等級
５/６/７
制定

-１．住宅用サッシの材質別構成比の推移

2015年以前の住宅は窓リノベ
適齢物件の可能性
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1,127,200

2,729,100

7,185,600

8,921,800

10,470,700
9,862,000 9,613,700

3,873,055

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

1950年以前 1951 ～ 1970年 1971 ～ 1980年 1981 ～ 1990年 1991 ～ 2000年 2001 ～ 2010年 2011 ～ 2020年 2021 ～ 2025年

出所：総務省「令和５年住宅・土地統計調査」、国土交通省「建築着工統計調査」における各年度の住宅着工統計を基に事務局作成

（戸）

ストック住戸の85％
（約4600万戸）

築５～55年

⚫ ストック住宅を建築年代別に整理すると、1971～2020年に建築された住宅はストック住戸の約85％を占める。
これら住宅は、アルミサッシ＋単板ガラスが主流の時期に建築された住宅や、省エネ性能・断熱性能が低い住宅が少なくない

ことから、断熱リノベ適齢期住戸といえる。

⚫ この時期のストック住戸数は約4,600万戸で築５～55年の住戸。

４．窓リノベやZEHリノベのターゲットイメージ

-２．断熱リノベ適齢期住戸の考え方



環境省 住宅脱炭素NAVI事務局（株式会社 ベーシックユニット） https://policies.env.go.jp/earth/zeh/ 26

出所：国土交通省「令和６年度住宅市場動向調査」を基に事務局作成

-３．新築戸建住宅：購入時に重要視したこと

◆住宅購入時に重要視したこと（戸建住宅：新築注文・新築建売・中古）

４．窓リノベやZEHリノベのターゲットイメージ

0 10 20 30 40 50 60 70 80

住宅のデザインが気に入ったから

住宅の広さが十分だから

間取り・部屋数が適当だから

台所の設備・広さが十分だから

浴室の設備・広さが十分だから

高齢者等への配慮がよいから

高気密・高断熱住宅だから

火災・地震・水害などへの安全性が高いから

防犯性能が高かったから

無回答

■ 戸建住宅 注文

■ 戸建住宅 建売

■ 戸建住宅 中古

（％）

⚫ 戸建住宅取得者（新築注文住宅、新築建売住宅、中古住宅）が重要視した要素について比較すると、

中古物件を選んだ消費者は、広さ・間取りを重視する一方で、デザインの満足度は低い。

また「高気密・高断熱住宅」の重要度は新築と比較すると著しく低い。
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出所：国土交通省「令和６年度住宅市場動向調査」を基に事務局作成

-４．新築戸建住宅：中古住宅を選ばなかった理由

◆中古住宅を選ばなかった理由（新築住宅取得者）

４．窓リノベやZEHリノベのターゲットイメージ

■ 戸建住宅 注文

■ 戸建住宅 建売

（％）

⚫ 新築注文住宅、新築建売住宅を取得した消費者が中古住宅を選ばなかった理由で最も多いのは「せっかくのマイホームは新築の方
が気持ち良いから」で６割程度。

⚫ 新築注文住宅を取得した消費者は「耐震性や断熱性など品質が低そうだから」と答えた割合が３割程度で多め。

0 10 20 30 40 50 60 70

せっかくのマイホームは新築の方が気持ち良いから

価格が妥当なのか判断できなかったから

リフォーム費用やメンテナンス費用で結局割高になると思ったから

隠れた不具合が心配だったから

耐震性や断熱性など品質が低そうだから

給排水管などの設備の老朽化が懸念されたから

見た目が汚いなど不満だったから

間取りや、台所、浴室等の設備、広さが不満だったから

保証やアフターサービスが無いと思ったから

希望するエリアに住宅がなかったから

今回建築した住宅が建て替えだったから

その他

無回答
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出所：国土交通省「令和６年度住宅市場動向調査」を基に事務局作成

-５．新築集合住宅：購入時に重要視したこと

◆住宅購入時に重要視したこと（集合住宅：分譲マンション・中古マンション）

４．窓リノベやZEHリノベのターゲットイメージ

⚫ マンション取得者（新築分譲住宅、中古マンション）が重要視した要素について比較すると、

中古物件を選んだ消費者は、広さを重視する一方で、デザインの満足度は低い。

また「高気密・高断熱住宅」の重要度は新築と比較すると著しく低い。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

住宅のデザインが気に入ったから

住宅の広さが十分だから

間取り・部屋数が適当だから

台所の設備・広さが十分だから

浴室の設備・広さが十分だから

高齢者等への配慮がよいから

高気密・高断熱住宅だから

火災・地震・水害などへの安全性が高いから

防犯性能が高かったから

無回答

■ 分譲住宅 新築

■ 分譲住宅 中古

（％）



環境省 住宅脱炭素NAVI事務局（株式会社 ベーシックユニット） https://policies.env.go.jp/earth/zeh/ 29

出所：国土交通省「令和６年度住宅市場動向調査」を基に事務局作成

-６．新築集合住宅：中古住宅を選ばなかった理由

◆中古住宅を選ばなかった理由（新築分譲マンション取得者）

４．窓リノベやZEHリノベのターゲットイメージ

⚫ 新築分譲マンション購入者が中古住宅を選ばなかった理由で最も多いのは「せっかくのマイホームは新築の方が気持ち良いから」
で５割程度。

⚫ 「耐震性や断熱性など品質が低そうだから」と答えた割合は１割程度。

0 10 20 30 40 50 60

せっかくのマイホームは新築の方が気持ち良いから

価格が妥当なのか判断できなかったから

リフォーム費用やメンテナンス費用で結局割高になると思った…

隠れた不具合が心配だったから

耐震性や断熱性など品質が低そうだから

給排水管などの設備の老朽化が懸念されたから

見た目が汚いなど不満だったから

間取りや、台所、浴室等の設備、広さが不満だったから

保証やアフターサービスが無いと思ったから

希望するエリアに住宅がなかったから

今回建築した住宅が建て替えだったから

その他

無回答

（％）

■ 分譲住宅 新築

（％）
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-７．まとめ

４．窓リノベやZEHリノベのターゲットイメージ

➢ 新築住宅は価格上昇の影響もあり着工数は減少傾向が続いている。

➢ 中古物件や築古な持ち家も、ZEHリノベすることで「2030年以降も新築同様（またはそれ以上）の
断熱・省エネ性能を持つ住まい」に生まれ変わる。

➢ 住宅リフォームは件数増加傾向。１件あたりの受注高も増加傾向が続いており、
省エネ（断熱を含む）リフォームも増加が続いている。

➢ 先進的窓リノベ事業を活用した窓断熱改修件数は毎年増加しており、実績は累計90万戸を超えている。

➢ 日本のストック住戸の
・約40％は借家。
・約58％は2000年以前の住宅。
・６割以上がアルミサッシ＋単板ガラスの窓を持つ家。
・約８割は現行基準の断熱性能を満たしていない。

➢ 新築戸建住宅のZEH化は進んでおり、ZEH水準を含めると既に「新築住戸の６割」を超える。

➢ 消費者意識調査によると、中古物件は「性能が低い」と思われがちなだけでなく「デザイン性の低さ」
も敬遠要素となっている。
→断熱・省エネ性能だけでなく、プランニングやデザインが重要。

➢ ストック住戸の85％程度が断熱リノベ適齢期。
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５．本日のセミナーコンテンツ

この後のコンテンツでは

窓リノベからZEHリノベまで

様々な断熱・省エネリノベを対象として

多角的なメリットの解説

戸建住宅・集合住宅のZEH改修事例

などをご紹介します。

環境省主催「第１回省エネ住宅セミナー」

窓リノベからZEHリノベまで！
既存住宅の省エネ・断熱リノベセミナー

住まいの未来を考える～断熱リノベで快適・健康な暮らしへ～
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６．ごあんない

環境省では、ZEHをはじめとした高断
熱・省エネ住宅に関するポータルサイト
住宅脱炭素NAVIを公開しています。

令和８年度版全国の自治体による省エネ住宅支援検索ページ運用開始のご案内

↓ 詳細はこちらをご覧ください。

７月３日（金）に、
令和８年度版
全国省エネ住宅支援検索ページ
を公開しました。
（今後、定期的に情報更新します）

住宅脱炭素NAVIでは、今後も高断熱住
宅や省エネ住宅に関する有益な情報を更
新していく予定です。

このページでは、お住まいの自治体が実
施する省エネ住宅や省エネ機器等の補助
金をはじめ、都道府県・国の補助金を
まとめて検索表示できる補助金情報の
プラットフォームです。

※お住まいの自治体の補助金情報が掲載されていな
い場合は、自治体の補助金担当者様お問い合わせく
ださい。



ご視聴ありがとうございました
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